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一一最初の論文 <Oissertationsur l'homme， son genie> 
長 崎 広 次
1 
Balzacが題目をつけずに書残しているこの論文の原稿は， Spoelberch de Lovenjoul に
よって誤って二つの論文に分類され，Sur l'orψηe du langage (Lov. A 166 folios 3-5)と
Dissertation sur la問 ture，l'homme， ses facultes (A 166 folios 6-9) と題目をつけられて現在
Chantillyの Biblioth何回 Spoelberchde Lovenjoul に保存されている. しかし文脈とそ
の論理とを一貫させる努力を払うならば，後者の folio7 !こ前者の folio5が続き(各々









ところ多大である.t，こだ，この哲学論文の題目を Gauthier 氏は ~Dissertation sur l'ho・
mme)>とされたが，その主題には，人間とその魂，その能力，その感覚，その観念等の
研究を通じて，天才的能力の原因を究明しようとする意図が明白に含まれているのである
から，私はその題目を ~Dissertation sur l'homme， son g白 ie)> としたいと思う.しかし
この論文は未完成であり，この所期の意図と目的とは果されずに終っているのである.
Balzacは， 1819年8月4日以後の執筆と推定される Descartes批評のノートの一文にカ
ッコを付して (ceci，par rapport a mon s}引 emesur l'ame et les sensations)と註をつけて
いる (A157， fo95裏).この自負に満ちた~mon systeme)>は， A. Prioult氏や Gau-
thier氏の指摘するように Di脱出tlOnで展開された systeme 乙該当していることには，
疑いの余地はない.何故ならこの Descartes批評の上記の註は Balzacが ideesを二つに
分類し ~les idees naturelles seront simples et les idees rationnelles complexes))と述べて
いる個所の直前であり， D日zse児即r巾tμatω1附on!に乙おける i凶d正仕eの分類法lに乙一致しているからである.
従つて1819年 lに乙 Balzac の脳裡lにこ l喚奥起されている ~mo∞n s可ys幻t企me)>が展開されている D行
5即ertωatzωonもこの前後lに乙書かれたでで.あろうことが一応推定されるが， 更に魂の能力の分析
が1818年執筆と推定される Notessur l'immortalite de l'ameにおけるよりは1)精密になり休









































無限の完成可能を主張する Condorcet の遺稿 Esquissed'un tableau historique des progres de 
l' esprit humainが1795年に.Condorcetの著作集は1804年に刊行された 1807年には Che-
nedollé が叙事詩で~Genie de 1 'homme)>をほめたたえる.Mad呂mede Staelは Del'Al-
lemagneのなかで，時代から時代へと集積される思想の増大は「人間精神の完成可能性」
に有利であり iすべての階級とすべての国における文明の相つぐ進歩」は「人類の完成可



























が， falio 4 であると考えられる.最初の原稿の ql~l象語」が説明されている paragraphe
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「最初に発明された言葉は，馬 uncheval，樹木 unarbre，植物 uneplanteのような我
々の感覚の対象を表象する言葉であったと考えるのが当然である.こうした言葉は眼に見
える実体lこ基づいている.私はこれを単純語 motssimplesと呼ぶ. 次に，大きい grand，











これが天才的能力 genie，美徳 vertu，学問 sC1ence，無限 infini，神 Dieu等の言葉である.--1
(fO 4表吋)























(A 157 fo 95裏)を展開することになる Balzacは Descartes批判のノートのなかで， (思
考の実在を実存的に確認する)Descartes は思考を分類するのみで「思考が如何にして生み


































だされた分類を倒そう...1(A 157 fo 95裏)とする独創を志向する彼の体系を示そうとする.




についてのノー ト...1(A 157 fo 41)における彼の syllogismeの発想法16)Iこよって説明する
























不完全さに左右される..J (fO 8表，fo5裏17) ( )内は筆者)




















memoire， l'imagination， ledon et la facultるd'inventer，le gout， l'es(prit) et le jugement)> 
と書いた乙とを示している.l'espritは l'esとだけ書いてすぐ消して etle jugementと書
加え，二つ日に lavolonteを欄外に加え， le goutを消し，三つ目を lafaculte d'inventer 
des rapportsと修正して最後に置いた形跡が読みとられることは，彼の分析のためらいを
示している.また「魂の不滅についてのノート」では，魂の能力として「過去のためには
記憶，現在のためには判断，未来のためには想像.J(A 157 fo 60)の三つを挙げているこ
と，同じノートで「物質的な感覚機能と同様に五つの精神的な感覚機能が存在する筈であ
る..J(A 157 fo 62)と記していることは， Balzacの思考傾向に分析の厳密さよりも体系

































Systeme des climatsは Hyppokrates或いは Montesquieu以来余りに有名な学説なので




響を論じた.(ESiai sur les causes qui peuyent affecter les 叩 ritset les caract，占的 etl' Esprit des 
lois.) Madame de Staelはこの思想、を文学に適用して，北方と南方との諸民族の感受性，
習俗，想像力，哲学への気候の作用を分析した.(De la Litterature， ch. XI， XVIIIと De




格J と彼等の想像力の相違とを説明する.(CEuyres completes Tome 1， Recherche de la Verite， 
Livre second， ch. III， chez J. Vrin， 1962 p. 201-203) Charles Bonnetは言語の構造への
気候，生活様式，教育の影響に留意している.(Contemplation de la Nature) Gallは次のよ
うに考える r土地と気候とは人体組織を変え得るのみならず，脳髄の諸部分の成長と形体
とを著しく変え，個人の集団の知的情意的素質に一定の恒久的性格を刻印し得る..J(Precis 
dηalytique et raisonne du systeme du Dr Gall...， par N. J.Ottin， 50 ed.， Crochard， 1834， p. 
31) 
しかし最も確実な影響は Cabanisであることが推定される Balzacがこの頃 Cabanis








だされることを，主張する.(Corpus general des philosophes斤anca同 AuteursModernes. T 0-
me XLIV， CEuyres philosophiques de Cabanis， texte etabli et presente par Claude Lehec et 















































































のは人聞には無用なのだ...J(Xe Memoire ot. cit. p. 515)と宣言しているのに対して，恐
らく Cabanisの読者であった Balzacはこれに反逆して次のように書くのである rたしか
に，幾多の全世紀がこの「魂とは何かJの問題の解明を呆し得ず1乙過き、去ったので、あるか
ら，私は人間の精神に限界を規定するどころではないのである.幾多の学問は我々には未
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だ知られていないのであるが，恐らくそれは何時の日か人聞を驚かすであろうし，人間の
力の偉大さを悉く人聞に漏らすであろう...J(，魂不滅論」の冒頭， A 157 fo 9022)， C )内
筆者)
C旦banisにとっては，もろもろのi!f5ー 原因は「それが第ーなるそのことの故に，知り得








あろう.こうした傾向は，他の領域における Descartsに対する， Spinoza rc対する Loc-
lζe I乙対する態度にも顕著に現われている.








1) If'Balzacの初期の哲学思想(1)一当時の思想環境と Notesphilosophiques(l) dJは広島大学
教養部紀要 1'外国文学研究..JVol. XV， p.243-287.所収.
<f.，Notes sur l'immortalite de l'ame';i>については向上 p.259-276. 
2) Lう4.nneebalzacienne 1968， p.91-93. 
3) 1bid. p. 95. 
4) 1bid. p. 94. 
5) 1bid. p. 94-95. 
6) Correspondance， Garnier， t.1 p. 36. p. 41. p. 42. p. 60. p. 61. 
7) L'Aηnee balzacienne 1968， p.95. 
8) 1bid. p. 95. 
9) 1bid. p. 97. 
10) 1bid. p. 102-103. 
11) 1bid. p. 103. 
80 フランス文学
12) Ibid. p. 96-97. 
13) Ibid. p. 97. 
14) Ibid. p. 97-98. 
15) Ibid. p. 98. 
16) 広島大学教養部紀要 1r外国文学研究..JVol. XV， p.269. 
17) L' Annee balzacienne 1968， p. 98-99. 
18) Ibid. p. 99. 
19) Ibid. p. 100. 
20) Ibid. p. 101. 
21) Ibid. p. 101-102. 
22) CEuYres completes (Club de l'hon吋 tehomme)， vol. 25， p. 560. 
